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市民の皆さんに好評の「資源活用広場」は、 5月10日、市役所駐車場で聞かれました。当日は、

3万人もの人がつめかけたというだけあって、どこも押すな押すなの盛況ぶりでした。
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総人口

男

女

i!t'iti数

市民の動き

( 5月 1日現イd

112，903人 ( +406) 

55，089人 ( +264) 

57，814人 (+ 142) 

34，087世情 ( +433) 
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五
月
八
日
、
市
議
会
臨
時
会
が
聞
か
れ
、

正
副
議
長
選

挙
、
監
査
委
員
の
選
任
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
新
し
い
議
長
に
は
松
野
量
平
さ
ん
、

副
議
長
に

は
小

林
信

一
さ
ん
、
監
査
委
員
に
は
竹
内
義
憲
さ
ん
が
、
そ
れ

ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。
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〈臨時市議会開く 〉

各
種
議
員
及
び
委
員

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会
の

構
成
決
ま
る

市
議
会
前
任
安
民
会
長
員
、
特
別
安

一
以
会
安
一
員
の
柿
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
委
員

。
は
委
以
ぷ

O
は
刷
委
以
反

則
二
年

敬

称

略

マ
総
務
文
教
委
員
会

@
刷
内
伝
、

O
水
出
善
助
、
中
畑
一
局
治
、
西
川
秀
栄
、

桜
井
崎
L

昔
、
杉
松
進
、

小
林
信
一

関

延

雄
、
中
沢
一
広

マ
産
業
経
済
委
員
会

O
石
井
重
義
、

O
母
袋
悦
男
、
竹
内
義
憲
、
小
山
正
俊
、

中
村

究
、
直
下
則
夫
、
成
沢
蛤
也
、

斉
縦
士
口
栄
、
村
上
和
夫

マ
厚
生
委
員
会

@
西
沢
氷
次
、

O
佐
藤
良
和
、
腰
原
徳
一
、
小
池
重
徳
、

小
林
平
治
、
平
沢
達
、
上
原
意
、

松
野
量
平
、
山
田
保

マ
建
設
委
員
会

@
森
原
実
男
、

O
中
山
川
浩

一
、
細
川
入
口
広
務
、
禾
円
山
祐
三

郎
、
山
極
安
宗
、
武
豆
治
、
池
上
一

巳
、
附
秋
原
正
治
、
多
国
忠
正

小
林
軍
治
、

山
極
安
{
示
、
細
谷
広
務

小
林
信
一
、

松
野
量
平

マ

議
長

松
野
量
平
さ
ん

会
社
社
長
、
市
議
四
期
、
六
十
二
歳
、

中
央
五
(
上
一房
山
)

11: 

の議 て き そま とた議固さ
ご 員もおをの す に こ 長市つ議
指、 とる深 責 と 光 と に 議を長
導理 よ とく任と栄は就会申就
ご 事 り こ痛めもに、任のし任
べ者微ろ感重に存 ま いご上に
ん 、力でし大、じ こ た推げあ
た並のご すせまた
つび私ざ こ んすり
ににでい とを 。
よ 市あま 且 h にい こ ー
り 民りす 育子 なたの言
、 の ま 。 IJ:、 り だた、ご

市 皆す、 ，- まき V'， ぁ
政 様刀: 1+ し、上い

あ

特
別
委
員
会
委
員

。
は
委
員
長

O
は
副
委
員
長

期

二

年

敬

称

略

マ
新
幹
線
対
策
特
別
委
員
会

@
山
極

安{示、

O
桜
井
啓
行
号
、
松
野
山
一
位
平
、

小

林
信
一
、
水
出
善
助
、
正
沢
述
、
成

ポ
品
川
也
、
堀
内
伝
、
桜
原
正
治
、
山

田

保

、

杉

松

進

マ
国
道
バ
イ
パ
ス
特
別
委
員
会

@
来日

山
祐
三
郎
、

O
版
原
徳
一
、
松
野
ほ
平
、

会
委
員

山
田

保

、

上

原

態

マ
部
落
解
放
審
議
会
委
員
山
田
保
、

副
議
長
小
林
信
一
さ
ん

農
業
、
市
議
四
期
、
五
十
二
歳
、
神

科
山
口

の
伸
展
と
公
正
な
議
会
運
営
に
全
力
を

傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

民
主
々
義
社
会
に
お
い
て
は
、
特
に

政
治
や
行
政
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
者
、

し、

さ

つ

上
岡
市
議
会
議
長

つ
ま
り
公
権
力
を
有
す
る
側
が
常
に
住

民
の
意
志
を
尊
重
す
る
厳
し
い
反
省
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
、
自
覚
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
最
近
の
著
し
い

任

小
林
信
一
、
母
袋
悦
男
、
春
原
実
男
、

中
島
浩

一、

中
山

一
広
、
細
谷
広
務

マ
別
所
線
対
策
特
別
委
員
会

@
日
下

則
夫
、

O
斉
藤
山
栄
、
松
野
川
平
、
小

林
信
一
、
石
井
重
義
、
竹
内
義
道
、
西

川
秀
栄
、
上
原
意
、
存
原
実
男
、
佐

必

良

和

、

杉

松

進

マ
高
速
自
動
車
道
対
策
特
別
委
員
会

。
松
野

U
-半、

。
小
林
信
一
、
細
谷
広

務
、
脱
原
徳
一
、
古
川
縦
士
円
栄
、
中
沢
一

広
、
小
林
市
治
、
武
亙
治
、
小
山
正

斉
藤
吉
栄
、
宮
下
則
夫

マ
工
場
公
害
防
止
助
成
審
構
会
委
員

監
査
委
員
竹
内
義
憲
さ
ん

農
業
、
市
議
三
期
、
六
十
歳
、
別
所

温
泉
(
上
手
)

経
済
の
発
展
に
伴
い
、
生
活
環
境
の
瞥

備
を
求
め
る
住
民
の
か
た
が
た
の
要
望

が
多
様
化
す
る
中
で
、
個
性
豊
か
な
地

域
造
り
の
た
め
、
最
善
の
努
力
を
い
た

し
た
く
与
え
て
お

り
ま
す
。

ど
う
ぞ
市
民
の

松

野

量

平

皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
岐
い
ご

理
解
と
、
ご
支
慌
を
賜
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
議

長
就
任
の
こ
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

俊
、
中
村

覚
、
池
上
一
巳

議
会
運
営
委
員
決
ま
る

議
会
運
営
委

μ
会
委
円
以
が
、
次
の
と

お
リ
決
ま
り
ま
し
た

(
@
は
委
民
氏

。
は
副
を

H
長

敏

林

略

)

。
上
原
道
、

パJ
A

吹
山
折
也
、
水
出
h
t
H

助
、
行
井
市
.災
、
山
内
ド
則
夫
、
式
市
-

ム川、

h
'
↓
1

1
、
U

U

H
供
、
山
U
L
L
.

-t
r
L
T
I
l
t
-

巳
、
小
池
直
徳

マ
交
通
運
齢
相
対
策
会
園
田
委
員

杉
松
進
、
小
山
正
俊
、
ト
原
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各
種
議
員
及
び
委
員

840 

任

期

二

年

敬

称

略

マ
損
害
評
価
会
委
員

中

村

克

マ

農

嫌

委

員

会

委

員

小

林

信
一
、

小
山
正
俊
、
小
池
重
徳
、
細
谷
広
務

マ

消

防

委

員

会

委

員

関

延

雄

、

成
沢
捻
也
、
西
沢
永
次
、
中
島
浩
一
、

斉
藤
士
口
栄
、
宮
下
則
夫
、
中
村
寛
、

細
谷
広
務
、
小
山
正
俊
、
上
原
憲

マ
上
田
市
外
八
か
町
村
病
院
組
合
議
員

堀
内
伝
、
小
林
信
一
、
宮
下
則
夫
、

村
上
和
夫
、
西
沢
永
次
、
山
田
保
、

腰
原
徳
一
、
佐
藤
良
和
、
香
山
祐
三
郎
、

山
極
安
宗

マ
上
小
衛
生
施
設
組
合
議
員

中
畑
房
治
、
水
出
善
助
、
小
林
信
一
、

母
袋
悦
男
、
成
沢
品
川
也
、
竹
内
義
憲
、

松
野
量
平
、
上
原
態
、
友
沢
達
、

中
島
浩
一
、
武
重
治
、
池
上
一
巳

マ
上
田
市
・
真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却
場

組

合

論

員

中

沢

一
広
、
水
出
善
助
、

成
沢
恰
也
、
小
山
正
俊
、
西
沢
永
次
、

山

田

保

、
小
林
軍
治
、
立
沢
達
、

萩
原
正
治
、
春
原
実
男

マ
大
星
斎
場
組
合
議
員
西
川
秀
栄
、

桜
井
啓
喜
、
中
村

寛
、
竹
内
義
憲
、

校
野
量
平
、
な
沢
達
、
多
国
忠
正
、

萩
原
正
治

マ
上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
議
員

中
沢
二
広
、
中
畑
房
治
、
西
川
秀
栄
、

斉
藤
吉
栄
、
母
袋
悦
男
、
山
田
保
、
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宮
下
則
夫
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小
林
軍
治
、
山
極
{
女
{
示
、
細
谷
広
務
、

小
林
信
一

、
松
野
量
平

マ
真
田
町
外
一
市
一
町
共
有
財
産
組
合

議
員

関

延

雄

、

杉

松

進

、

中
村
寛
、
村
上
和
夫
、
小
林
軍
治
、

香
山
祐
三
郎

マ
青
木
村
及
び
上
田
市
共
有
財
産
組
合

議

員

堀

内

伝
、
中
沢
一
広
、

小
山
正
俊
、
斉
藤
吉
栄
、
竹
内
義
憲
、

小
林
軍
治
、

小
池
重
徳
、
武
重
治
、

萩
原
正
治

マ
上
小
老
人
福
祉
施
設
組
合
議
員

西
川
秀
栄
、
斉
藤
吉
栄
、
西
沢
永
次
、

多
回
中
川
正

マ
駐
車
場
管
理
委
員
会
委
員

水
出
善
助
、
石
井
重
義
、
中
島
浩
一

マ

社

会

教

育

委

員

関

延

雄

マ
ス
ポ
ー
ツ
審
議
会
委
員

杉

松

進

マ
図
書
館
協
議
会
委
員

桜
井
啓
喜

マ
博
物
館
協
議
会
委
員

桜
井
啓
喜
、

香
山
祐
三
郎

マ
信
漫
国
分
寺
資
料
館
協
議
会
委
員

桜
井
啓
喜
、
香
山
祐
三
郎

マ
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員

杉

松

進

、

関

延

雄

、

小
山
正
俊
、

佐
藤
良
和
、
小
池
重
徳
、
武
重
治

マ
福
祉
事
業
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
委

員

桜

井

啓

喜

、

竹

内

義

態

、

佐
藤
良
和
、
小
林
軍
治
、

山
極
安
宗

マ
産
院
運
営
審
議
会
委
員
小
林
信
一
、

松
野
量
平
、
西
沢
永
次
、
春
原
実
男

マ
解
放
会
館
運
営
審
議
会
委
員

山
田

保

マ
塩
田
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
運
営
審
議

会

委

員

山

田

保

、

上

原

憲

マ
部
落
解
放
審
議
会
委
員
山
田
保
、

小
池
重
徳

マ
民
生
委
員
推
せ
ん
会
委
員

腰
原
徳
一
、
中
島
浩
一

マ
公
害
対
策
審
議
会
委
員
中
畑
房
治
、

宮
下
則
夫
、
上
原
憲
、
細
谷
広
務

マ
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

西
川
秀
栄
、
成
沢
捨
也
、
葦
沢
達
、

佐
藤
良
和
、
多
国
忠
正

マ
国
立
東
信
病
院
整
備
促
進
委
員
会
委

員

杉
松
進
、
村
上
和
夫
、

小
池
重
徳
、
細
谷
広
務

マ
募
金
審
査
委
員
会
委
員
中
畑
房
治
、

腰
原
徳
一
、
池
上
一
巳

マ
安
全
会
議
委
員

石
井
重
義
、

香
山
祐
三
郎
、
松
野
量
平

マ
日
照
調
整
委
員
腰
原
徳
一

マ
塩
田
地
区
有
線
放
送
電
話
運
営
委
員

会

委

員

堀

内

伝
、
竹
内
義
態
、

佐
藤
良
和
、
山
極
安
{一ホ

マ
農
業
振
興
融
資
あ
っ
せ
ん
委
員
会
委

員

石
井
重
義
、
中
村
寛
、

村
上
和
夫
、
小
山
正
俊
、
竹
内
義
憲

マ
農
業
構
造
改
善
事
業
協
議
会
委
員

中
村
寛
、
中
島
浩
一

マ
愈
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
推
進
協

議
会
委
員
石
井
重
義
、
母
袋
悦
男
、

細
谷
広
務
、
香
山
祐
三
郎
、
右
沢
達
、

中
村
寛
、
小
林
信
一

マ
林
道
蝶
ケ
原
線
管
理
委
員
会
委
員

母
袋
悦
男
、
山
極
安
宗

マ
中
小
企
業
融
資
あ
っ
せ
ん
委
員
会
委

員

母
袋
悦
男
、
成
沢
徐
也
、

斉
藤
吉
栄
、
宮
下
則
夫

マ
工
場
公
害
防
止
助
成
審
議
会
委
員

小
林
信
一
、
母
袋
悦
男
、
腰
原
徳
一
、

細
谷
広
務
、
武
重
治

マ
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
審
議
会

委
員

関

延

雄

、

中

村

寛

、

松
野
量
平

マ
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
運
営
審
議
会
委

員

関

延

雄

、
宮
下
則
夫
、

山
極
安
宗

マ
働
く
婦
人
の
家
運
営
審
議
会
委
員

村

上

和

夫

、

葦

沢

達

、

武

重

治

マ
土
地
開
発
公
社
理
事
中
沢
一
広
、

斉
藤
吉
栄
、
上
原
憲
、
萩
原
正
治

マ
産
業
開
発
公
社
社
員
松
野
量
平
、

小
林
信
一
、
堀
内
伝
、
石
井
重
義
、

西
沢
永
次
、
春
原
実
男

マ
同
和
対
策
事
業
推
進
委
員
会
委
員

堀
内
伝
、
水
出
善
助

事
業
所
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

〈
企
画
調
整
課
統
計
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
6
1
9
v

七
月
一
日
に
、
全
国
い
っ
せ
い
に
事

業
所
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
国
勢
調
査
と
並
ぶ
固

め
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
あ
り
、

事
業
所
に
つ
い
て
産
業
、
規
模
別
な
ど

の
構
成
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
ね
ら

い
で
す
。

こ
の
た
め
、
工
場
、
庖
舗

(
飲

食
庖
、
パ
ー
な
ど
も
含
む
)
、
会
社
、

マ
交
通
運
輸
対
策
会
議
委
員

杉
松
進
、
小
山
正
俊
、
上
原

春
原
実
男

マ

防

災

会

議

委

員

中

沢

一

広

、

宮
下
則
夫
、
西
沢
永
次
、
武
重
治
、

松
野
量
平
、
小
林
信
一

マ
農
政
推
進
協
識
会
委
員

石
井
重
義
、

多
田
忠
正

マ
小
売
商
業
活
動
調
整
審
議
令
萎
員

水
出
善
助
、
成
沢
拾
也
、
佐
藤
良
和
、

池
上
一
巳

マ
旅
館
建
築
審
査
会
委
員
西
川
秀
栄
、

斉
藤
吉
栄
、
腰
原
徳
一
、
中
島
浩
一

マ
林
業
構
造
改
善
推
進
協
議
会
委
員

石
井
重
義
、
中
島
浩
一

マ
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委
員

中
畑
房
治
、
成
沢
拾
也
、
松
野
量
平
、

池
上
一
巳

マ
建
築
審
査
会
委
員

春
原
実
男

学
校
を
は
じ
め
、
官
公
庁
、
神
社
な
ど

に
い
た
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
純
類
の
事

業
所
を
漏
れ
な
く
調
べ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

統
計
調
食
買
が
、
六
月
二
十
五
日
か

ら
七
月
五
日
ご
ろ
ま
で
に
各
事
業
所
に

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
こ
の
調
炎
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
い
や
が
ら

は
統
計
を
作
る
た
め
の
み
に
使
用
し
、

他
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
決
し
て

あ
り
ま
せ
ん
。

態
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大切に使いましょう

6 月 1 日 ~7 日

台、

川
六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
全
国

い
っ

せ
い
に
水
道
週
間
が
行
わ
れ
ま
す
。

川

川

水

道

週

間

は

今

年

で
二
十
三
回
目
を
数
え
、
水
道
事
業
を
広
く
理
解
し
川

川
て
い
た
だ
く
た
め
の
各
種
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

川

川
上
田
市
で
も
、
こ
の
週
間
中
、
水
道
事
業
に
日
ご
ろ

ご
協
力
を
い
た
だ
川

川
い
て
い
る
皆
さ
ん
の
水
道
大
会
を
開
催
し
て
、

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
川

川
を
お
願
い
し
、
併
せ
て
長
年
水
道
事
業
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
る
方
々
川

川
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
各
種
技
術
講
習
会
や
市
役
所
市
民
課
前
ロ
川

川

ピ

l
で
、
水
道
関
係
の
図
表
な
ど
の
展
示
も
行
い
ま
す
。

川

ん
の
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
支
え
る

た
め
に
、
相
極
的
に
対
処
し
て
き
ま
し

た

大
正
十
二
年
に
給
水
開
始

上
水
道
の
歩
み

上
田
市
の
大
正
十
一
年
以
前
に
お
け

る
市
民
の
生
活
用
水
は
、
も

っ
ぱ
ら
河

川
、
用
水
、
井
戸
な
ど
を
使
用
し
て
お

り、

飲
料
水
の
確
保
は
極
め
て
困
維
な

状
態
に
あ
り
ま
し
た。

そ
の
た
め
、
上
水
道
の
実
現
の
声
が

各
方
面
で
強
く
叫
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

大
正
三
年
に
は
上
田
町
議
会
に
水
道
委

員
会
が
設
け
ら
れ
て
諸
準
備
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
大
正
八
年
、
市
制
施
行
と

上
田
市
の
上
水
道
事
業
は
大
正
十
二

年

一
月
給
水
を
開
始
し
、
以
来
五
十
七

年
間
に
わ
た
る
歳
月
を
栓
て
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
市
勢
の
発
展

に
伴
う
水
の
需
要
は
増
加
の
一
途
を
た

ど
り、

そ
の

た
め
の
給
配
水
工
事
も
第

一
次
拡
張
工
事
か
ら
第
五
次
拡
張
工
事

へ
と
盤
備
拡
充
を
図
り
、
市
民
の
皆
さ

お
宅
の
じ

ゃ
ぐ
ち
は
故
障
し
て
い
ま

せ
ん
か
。
「
ポ
夕

、ノ
、
ボ
タ
ン
」
と
落

と
も
に
上
水
道
敬
訪
補
助
金
交
付
同
体

と
な
り
、
大
正
九
年
に
三
か
年
計
酬
で

上
田
上
水
道
が
エ
ギ
代
八
卜
丘
万
円
て

着
工
、
ま
た
城
下
地
区
に
小
牧
水
道
を

工
事
代
二
万
円
で
着
工
し
ま
し
た
。
そ

し
て
大
正
十
二
年

一
片
に
、

二
つ
の
上

水
道
が
同
時
に
給
水
閥
始
と
な
り
ま
し

た
。
当
時
の
給
水
人
口
は
三
万
人
足
ら

ず
で
、
給
水
可
能
人
口

六
万
人
の
同
水

道
は
、
余
裕
の
あ
る
も
の
で
し
た
。

給
水
人
口
の
増
加
に
対
処

染屋浄水場

以
来
、
維
持
管
理
の
時
代
を
経
て
、

昭
和
二
十
八
年
に
は
市
町
村
合
併
促
進

法
に
よ
る
隣
村
合
併
が
行
わ
れ
て
給
水

人
口
が
急
増
し
、
更
に
生
活
様
式
の
変

化
や
産
業
の
発
展
な
ど
に
伴
い
水
の
需

要
は
、
一
層
増
加
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
水
需
要
に
対
処
す
る
た
め
、
第

四
次
拡
張
事
業
終
了
の
昭
和
五
十
二
牛

ま
で
に
、
導
配
水
管
布
設
や
石
舟
浄
水

場
の
拡
充
な
ど
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

昭
和
五
十
二
年
に
は
第
五
次
拡
張
事

業
と
し
て
、
第
四
次
拡
張
事
業
の
見
直

し
を
行
う
と
と
も
に
半
過
、
川
西
地
区

の
簡
易
水
道
の
合
併
を
行
い

、更
に
、染

屋
浄
水
場
の
排
水
処
理
施
設
の
設
置
、

配
水
管
布
設
替
え
、
新
興
住
宅
地
な
ど

の
配
水
管
布
設
な
ど
維
持
管
理
の
た
め

の
各
事
業
を
計
画
的
に
行
い
、
給
水
体

制
の
箆
備
に
努
め
今
日
に
至

っ
て
い
ま

す
。
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お宅のじゃぐちは

水漏れしていませんか

〈パッキンを無料頒布〉

お
宅
の
じ
ゃ
ぐ
ち
は
故
障
し
て
い
ま

せ
ん
か
。

「
ボ
タ
ン
、
ポ
タ
ン
」
と
落

ち
る
だ
け
で
も
長
い
間
に
は
、
か
な
り

の
水
量
に
な
り
、
水
道
料
金
に
加
算
さ

れ
ま
す。

こ
の
じ
ゃ
ぐ
ち
か
ら
の
水
漏
れ
は
、

ほ
と
ん
ど
が
「
パ
ッ
キ
ン
」
を
取
り
答
え

る
だ
け
で
な
お
り
ま
す
。

パ
ッ

キ
ン
は
、
水
道
局
で
無
料
で
お

分
け
し
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
も
簡
単

に
取
り
替
え
で
き
ま
す
の
で
左
図
の
要

領
で
取
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。

(図参照)

(① 立上 が りの下に付 いている水抜せん(不凍せん)を ;

; とめます。

;②じゃ口のせんを全聞にして、プライヤーなどでスピ

' ン ドルカバーを左に 回 してはずします。

;③コ?の先きにあるナ

; ットネジをはず し「ノマッ

; キン」を取 り替えます。

:④スピンドルカバーを

; 元どお りにはめ込みま 三人 l倒防I rJ 
パyキン 、~T" 11 U' ，，" 11 ・

: す。 七=μを8~ 三とコ

:⑤水抜せんを聞いてく r~空三ーづ
。 だきし、。水漏れはとま 1111 _J 1I : ー_... ナント ~ 

0 っています。

本
道
の
じ
ゃ
ぐ
ち
か
ら
流
れ
る
水

の
量
は
、
じ
ゃ
ぐ
ち
の
聞
き
か
た
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
が

「
ょ
う
じ
」
の

は
故
障
し
て
い

ま
せ
ん
か
。
少
し
で
も

流
れ
て
い
る
と
メ

ー
タ
ー
が
回
り
料
金

に
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
じ
ゃ
ぐ
ち
を

じ
ゃ
ぐ
ち
か
ら
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ

日
ド
ラ
ム
カ
ン
三
本

太
さ
ぐ
ら
い
の
水
が
流
れ

て
い
る
と

一
日
で
ド
ラ
ム
カ
ン
:
一本
分
に
も
な

り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
の
「
じ
ゃ
ぐ
ち
」

た
し
か
め
て
く
だ
さ
い
。

漏
水
に
注
意
し
よ
う

水
道
の
じ
ゃ
ぐ
ち
以
外
か
ら
流
れ
出

水 道 の い ろ い ろな届け出

⑨引越してきたときや、 o 使用再開届をしてくだ さし、。

今まで使っていない木 0電話でも結構ですから早めにお届け く

道を使用するとき 。 ださい。

0入居された日から 料金が計算されます。

0 目のつくと ころに「使用中止中」 の票

があ りますので、それによって検針区

コード、使用者番号を確 めてからお届

けください。

⑨引越して行くときや、 0廃止届をしてください。

ノド道が不用にな って廃 0電話でも結構ですから早めlこお届けく

止するとき 。 ださい。

o届出のあ った日までの水道料金を現地

で精算いたします。

0 この手続きをしないとあとで入居され

た人が迷惑し ます。

⑨使用者の名儀を変更す 0 使用者名儀変更届をしてください。

るとき、とくに死亡 さ 0印かん持参のうえ早めにお届けくださ

れた方の氏名を変更す L、。

るとき 。 0水道料金は旧使用者の分も合せて新使

用者の負担となります。

る
水
や
地
下
漏
水
の
量
は
、
市
全
体
一

で
は
大
変
な
量
に
な

っ
て
い
ま
す
。

一

市
内
の
指
定
工
事
庖
の
協
力
に
よ
一

り
、
漏
ポ
調
査
班
が
漏
水
を
調
査
し
一

早
期
修
理
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
道
一

路
な
ど
で
漏
水
を
発
見
し
た
ら
至
急

-

水
道
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
宮
⑫
四

a
O
O内
線
丘

-
四
省
線

②
O
八
三
4

)

届けていただくところ

水道局業務課(南庁 舎 1階)

議話22-4100 内線506・507 布線 2-0831 

@個人で水道料金を納めていただいている方に、電話料金、テレビ料

金などと同じようにあなたの預金口座から自動的に支払いできる口

座擾管をお勧めします。

市内各銀行、信用金庫、信用組合、農協、労働金庫などで取り扱っ

ていますので 、頒金通帳、印かん、水道料金納入通知書か領収書 を

持参し手続きして ください。
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水道の新・増設、故障修理は指定工事庖へ

ニー家庭の電気温水様、カ"ス湯沸器、太陽熱j昆水器などを

取り付ける場合、 水道と器具との接続工事は、市の指定工

事眉ていない とできませんので、次の工事庖へお申し込みく

アごさ し、。

第 1種指定工事庖

エ 事庖 名 1主 所 'ali: 話

株式会社宮島鉄工所 天神 2丁目 2-3 22 -2655 

株式会社宮下車且 間入 2丁目 1-17 22-0271 

合資会 社 石井設備工業 天神 2丁 目3-12 22 -0302 

株 式会社工藤商会 下之郷乙294-5 38-6956 

有限会社回)L工務所 常悠城6丁目 11ー13 22-3412 

上野設備株式会社 中央北 2丁目 1-20 22-8022 

有 限会社大屋設備工業 大垣236-20 35-0217 

隊式会社昭和設備工業 中央 2丁目24-22 24-3911 

妹式会社 1首 相 常?キ城 3丁目 13-17 24-3310 

巴 坂 管 工 中央 5丁 目10-13 22-8091 

唐 沢設備工業 1主古1577 24 -2602 

トキワギ水道工-*庖 常磐城 6T目9-10 22-1343 

中 央設備工業 常国 2丁目22-32 22 -2853 

岩 i新 設 {総 林之郷331 22-3741 

株式会社川上商会 大手 2丁目 4-48 22 -0858 

以回設備i工業有限会社 緑が丘 3T回17-9 27 -5558 

千曲電業妹式会社 踏入 2丁目 18-26 27 -3221 

川西設備工業所 小泉849-1 24-3371 

春原建設株式 会 社 住吉1767 22-7018 

日本ガス水道株式 会 社 天神 4丁 目28-7 27 -4434 

有限会社ょ~国 設 備 住吉689 22-0102 

上 野 夕目食 工 。取訪形635-2 24 -3290 

池田水道工務所 枚初387-1 24-7612 

長野 プ ロ ハン 株式 会 社 国分542 22-5518 

有阪会社本州 管 工 i"i久保:1543-4 35-1054 

有限 会 社 中 村 商 会 天神 1丁目 6-6 25-1046 

有限 会 社械南ガス 設 備 上回原435 22-5123 

有限 会 社小林設備工業所 本誕!~409 38 -2400 

二L 一 設 備 千大手口882-3 24-6593 

~t 原 設 i前 結が丘 2丁目 6-21 24-1797 

白 林 設 {施 神畑909-7 3284--48‘02530 1 

ー栄 工 業 有 限 会 社 中央束 1-13 24-1256 

呂 之 上 設 イ施 万四1040 24 -0486 

妹式 会 社トーワ 管 工 住吉59-2 27 -6249 

掘 設 備 工 業 古車42-5 24-0521 

第 2種指定工事庖

エ ');広 名 1王 所 電 話

上回瓦斯株 式 会社 天神 4丁 目29-3 22-0454 

日 尾 高 l苫 ~Jか丘 1 丁目 22 - 27 22-1258 

長 崎 商 r.5 国分522-1 23-2950 

株 式会 社千野樹脂 中央 6丁目 16-8 27-3133 

h届 内 商 広 中央酋 1丁 目6-14 22-2613 

株式会社武重商 会 常国 2丁目20-26 22 -8456 

サンリン株式会社上回営業所 '/j回439-1 35-2603 
「

中央工機産業株式会社 中央2丁目 16-10 22 -8600 

上回市農業協同組 合 大手 2了目 3-3 22-8500 

で7 キ ノ 商 会 中央4丁 目18-2 23 -2720 

西 t尺 設 {施 上宝m606 31-8256 

株式 会 社 fci~ 空 調設備 l，m峻 3丁目 1-6 22-2747 

有限 会 社 ~f 品タ イル 御所356-3 24-6651 

山 牛; 託公商 会 jjlJ所j品!il.178 38-2123 

第 1 開指定工事庖・一一般の給水工 <I~ を f干し 、 ます。

第 2純指定工・長庖一-水道に接続する沿i弗器、温水器な どに

付僻する音1I分のみの接 続、修周工事を

hいます

号一一一(間抑制一一広報

= 

④ ①⑦ CDr 
f実早 Kい な農生れ八 三 し月色J今二 ;

期 総 つ 時滅の 、月 化 よ 中 か ま 化 ミ
発 参せ 期運ヤ八中 期 う下らで 期 f
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ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
徹
底
防
除
を
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発見したら焼き殺すか踏みつぶす

触
の
大
敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の

発
生
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
市

は
、
今
年
も
「
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

防
除
対
策
本
部
」
を
設
け
、
各
自
治
会
、

事
業
所
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
積
極
的

に
撲
滅
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

一
化
期
の
山
場
は

六
月
中
下
旬

こ
の
運
動
が、

よ
り
効
果
的
に
行
わ

れ
る
よ
う
、
次
の

こ
と
を
防
除
活
動
の

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

一
九
七
二
年
六
月
、
国
連
人
間
環
境
会
議
は
「
人
間
環

境
宣
言
」
を
採
択
し
ま
し
た
。
こ

れ

を

し

て
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一
九
七
二
年
六
月
、
国
連
人
間
環
境
会
議
は
「
人
間
環

境
宣
言
」
を
採
択
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
世
界

各
国
で
は
六
月
を
環
境
保
護
月
間
と
し
て
、
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

上
田
市
で
も
住
み
良
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

別
表
の
よ
う
な
行
事
を
行
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

11111111111111111111111111111111111111111111111111 

この自然浄化の手つないで守る
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参
考
に
し
て
く
だ
さ
い

き
れ
い
に
な
っ

撲

ツ
は
、
ま
ず
一

化
期
に
お

て
き
た

わ
た
し
た
ち
の
川

生
活
環
境
課
で
は
、
昭
和
四
十
九
年

か
ら
、
市
内
を
流
れ
る
主
要
な
七
河
川

の
十
二
地
点
で
、
毎
月
水
質
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
調
査
項
目
の
う
ち
汚
染

を
知
る
重
要
な
目
安
で
あ
る
B
O
D
(水

中
に
含
ま
れ
る
腐
敗
性
物
質
の
量
を
示

す
値
)
に
つ
い
て
、
そ
の
変
化
を
グ
ラ

フ
に
示
し
ま
し
た
。
上
田
市
で
は
河
川

こ
と
に
水
質
の
目
標
値
(
環
境
基
準
)

を
定
め
て
あ
り
、
こ
れ
と
調
査
結
果
を

比
較
し
て
み
ま
し
た
。

神
川
は
上
田
市
の
上
水
道
の
重
要
な

水
源
で
す
が
、
年
々
浄
化
が
進
み
、
現

在
は
環
境
基
準
を
達
成
し
、
良
好
弘
状

環境保護月間の主な行事

河 川 水質調 資

間

6月11日

6月19日

午後1: 30-

勤労者悩祉センター

6月10日

期i

講演会 ・映画

「生活と環境について」

公害防止監視員研修 会

工頁-!:j?. 

河 川パト ロール

施実

況
で
す
。

市
の
中
心
部
を
流
れ
る
矢
出

沢
川
、
蛭
沢
川
の
水
質
は
、
公
共
下
水

道
の
普
及
な
ど
に
伴
い

、
か
な
り
浄
化

が
進
ん
で
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
環
境
基

準
を
上
ま
わ
っ
て
お
り
、
一
層
の
浄
化

対
策
が
望
ま
れ
ま
す
。
千
曲
川
左
岸
を

流
れ
る
浦
野
川
や
、
{
出
品
質
川
の
水
質
は

か
な
り
良
好
で
す
が
、
産
川
、
湯
川
で

は
環
境
基
準
を
上
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

市
内
を
流
れ
る
河
川
の
水
質
は
、
全

体
的
に
は
き
れ
い

に
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
住
宅
の
増
加
し
て
い
る
地
域
で
は

家
庭
か
ら
出
き
れ
る
雑
排
水
な
ど
に
よ

り
、
水
質
が
悪
化
し
て
い
る
場
所
も
あ

り
ま
す
。

6月23日

中

中

中

中

中

中

中

中

月

月

月

月

月

月

月

月

6 

6 

6 

6 

6 

6 

6 

6 

環境保全ノ fトロール

公害防止施設などの点検

日 清掃臼

廃棄物の分別徹底と

有効利用の啓発

家庭雑排水浄化対策

河 川 などの清掃

自然保護ノぞ トロ ール

自動車排ガス調査

込
み
に
よ
り
、
行
う
予
定
で
す
。

上
田
市
で
は
、
公
共
下
水
道
の
杉
怖

を
進
め
る
と
と
も
に
、
下
水
道
の
な
い

地
域
で
は
雑
排
水
の
簡
易
浄
化
そ
う
の

設
置
を
進
め
、
市
内
の
河
川
を
よ
り
美

し
く
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

年ph
d
 

p

、dh
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、1
J

日
川
田

川
湯
晴

anマ

市内河川の水質状況 <800年平均値の推移〉

t3 記 ー 一 一上田市における環境基準値
BOD(mg/ e ) 
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市
内
に
は
、
た
く
さ
ん
の

川
や
農
業

用
水
が
あ
り
ま
す
。
自
治
会
を
は
じ
め

市
述
合
衛
生
推
進
協
議
会
、
河
川
愛
護

会
、
公
害
防
止
監
税
以
な
ど
の
皆
さ
ん

が
中
心
と
な
り
、
定
期
的
に
清川
怖
を
実

施
し
て
、
き
れ
い

な
川
に
し
よ
う
と
努

力
を
し
て
い

ま
す。

心
な

い
人
び
と
に
よ

っ
て
投
げ
捨
て

ら
れ
た
空

き
か
ん
、
空
ビ
ン
、
住
宅
の

廃
材
な
ど
、
ま
た
、
風
に
よ
っ
て
運
ば

れ
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
ビ
ニ
ー

ル
製

品
が
河
川
に
落
ち
、
美
化
を
そ
こ
な
い

汚
泥
が
た
ま

っ
た
り
し
て
、
大
変
迷
惑

l号~

一件一

昭
和
五
十
五
年

度
中
に
生
活
環
境

し
て
い
ま
す
。

市
民
憲
章
の
第

一
章
に

「
自
然
に
感

謝
し
、
き
れ
い
な
水
と
空
気
を
守
り
、

緑
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
と
あ
り
、
千
曲

の
清
流
が
市
の
中
心
を
流
れ
て
い
る
様

は
、
い
つ
で
も
人
の
心
を
な
ご
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。

こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
を
郷

土
に
も
っ
た
私
達
市
民
一
人
ひ
と
り
が

次
の
世
代
へ
残
す
た
め
に
、

川
の
汚
れ

に
つ
い
て
も
深
い
関
心
を
も
ち
、
お
互

い
に
河
川
を
き
れ
い
に
し
、
住
み
良
い

成
境
を
作
り

た
い
も
の
で
す
。

舎
な
ど
に
よ
る
苦
情
が
多
い
状
況
で
し

た
。

こ
ま
め
に
掃
除

* 

簡
易
浄
化
ぞ
う

市
内
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
、

一
万
余
法
の
家
庭
雑
排
水

簡
易
浄
化
そ
う
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

浄
化
そ
う
の
設
置
に
よ

っ
て
、
河
川

は
、
き
れ
い
に
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、

浄
化
そ
う
の
清
帰
を
し
な
い
場
合
に
は

悪
臭
の
発
生
は
も
と
よ
り
、
せ

っ
か
く

た
ま
っ
た
汚
泥
が
流
れ
出
て
、
効
果
が

薄
ら
い
で
し
ま
い

ま
す
。

清
掃
は
、
最
低

二
か
月
に
一
回
、

で
き
た
ら
一
か
月

に
一

回
は
必
要
で

す
。清

掃
の
方
法
は

水
と
汚
泥
を
く
み

上
げ
、
庭

・
畑
な

ど
に
穴
を
掘

っ
て

埋
め
る
方
法
が
一

般
的
で
す
が
、
浄

化
そ
う
の
入
口
に

細
か
い
網
目
の
袋

(
た
ま
ね
ぎ
の
袋

な
ど
)
を
取
り
付

け
る
と
、
そ
れ
を

時
々
取
り
か
え
る

だ
け
で
簡
単
に
ゴ

|上

簡易浄化ぞうを上手に使う方法

ミトか
除
か
れ
ま
す
。
こ
の
万
法
で
す
と
、

汚
泥

の
く
み
上
げ
は
、
年
四
回
ぐ
ら
い

で
す
み
ま
す
。

な
お
、
地
区
に
よ

っ
て
は
、
衛
生
検

査
の
際
に
浄
化
そ
う
内
の
検
盆
を
実
施

し
て
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
の
で
、

他

の
地
区
で
も
、
地
域
ぐ
る
み
の
清
掃
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

玉 ねぎの袋など
紺lかい自の袋

第1そ う

Oh 

場洗

行
沢
川
に
ヤ
マ
メ
を
放
流

去
る
五
月
九
日
、
環
境
保
議
月
間
に

先
が
け
て
、
H

自
然
を
取
り
戻
そ
う
仰

を
合
言
葉
に
、
行
沢
川
上
流
で
ヤ
マ
メ

の
稚
魚
約
千
匹
が
、
子
供
た
ち
の
手
で

放
流
さ
れ
ま
し
た
。
(
写
真
右
)

こ
れ
は
、
岩
清
水
自
治
会
の
強
い
要

望
を
聞
い
た
上
小
漁
業
組
合
の
ご
協
力

も
あ
り
、
実
現
し
た
も
の
で
す
。

行
沢
川
は
、
年
聞
を
と
お
し
て
水円以

が
豊
か
で
ヤ
マ
メ
や
イ
ワ
ナ
に
適
し
た

水
質
で
あ
り
、
か
つ
て
は
イ
ワ
ナ
が
生

息
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
子
供
た
ち
の
放
し
た
稚
魚
か

や
が
て
は
成
魚
と
な
り
、

卯
を
産
み
、

こ
の
川
で
自
然
繁
殖
す
る
よ
う
、
み
ん

な
で
見
守
り
ま
し
ょ
う
。
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昭
和
五
十
五
年

度
中
に
生
活
環
境

課
公
害
係
が
、
受

け
付
け
た
苦
情
総

数
は
百
六
十
一
件

で
、
五
十
四
年
度

の
受
付
総
数
百
八

十
八
件
よ
リ
、
二

十
七
件
減
少
し
ま

し
た
。
特
に
悪
臭

は
十
八
件
減
少
し

ま
し
た
が
、
こ
れ

は
五
十
五
年
の
夏

か
異
常
れ
象
と
言

わ
れ
る
冷
夏
で
あ

っ
た
こ
と
も
原
困

の
ひ
と
つ
と
巧
え
ら
れ
ま
す
。

年
度
毎
の
苦
情
数
は
ピ
ー
ク
で
あ
っ

た
五
十
一
年

(二
百
二
件
)
当
時
に
比

べ
、
近
年
は
か
な
り
減
少
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
工
場
な
ど
の
公
害
防
止
地

設
耐
で
の
充
実
、
お
よ
び
公
害
を
出
さ

な
い
と
い
う
市
民
皆
さ
ん
の
立
識
の
高

ま
り
に
よ
る
も
の
と
々
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
中
に
は
数
年
に
わ
た
り
解
決

が
長
び
い
て
い
る
と
い
っ
た
問
題
も
あ

り
ま
す
。

苦
情
の
内
訳
は
グ
ラ
フ
ー
の
よ
う
に

騒
音
・
水
質
汚
濁
・
懇
央
の
三
つ
で
八

O
%余
り
を
占
的
、
続
い
て
大
気
汚
染

そ
の
他
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域

的
に
は
、
東
部
・
西
部
・
神
科
地
区
か

ら
の
苦
情
が
多
く
、
こ
の
地
区
で
は
、

住
居
の
増
加
に
と
も
な
い
、
工
場
・
畜

55年度の苦情件数 161件

昨年よりやや減少

つ一一(3)一一一一 昭和56年 6月1日一一一広報

舎
な
ど
に
よ
る
苦
情
が
多
い
状
況
で
し

た
苦
情
に
よ
る
被
害
を
種
類
別
に
表
わ

し
た
の
が
グ
ラ
フ

H
で
す
。

こ
の
う
ち

一
番
多
い
の
が
感
覚
的
、
心
理
的
被
害

で
、
全
体
の
約
六

O
%を
占
め
て
お
り

そ
の
大
部
分
が
騒
音
、
悪
臭
と
い
っ
た

身
近
な
家
庭
生
活
に
関
連
し
た
も
の
で

し
た
。
中
に
は
日
頃
の
隣
り
同
士
の
話

し
合
い
が
少
な
い
た
め
、
問
題
が
こ
じ

れ
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
は
、
「
他
人
に
は
迷

惑
を
か
け
な
い
」
と
い
っ
た
心
構
え
に

よ
り
協
力
し
合
い
、
私
た
ち
の
住
み
良

い
生
活
環
境
を
守

っ
て
い
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

• 

上
岡
市
が
騒
音
の

神
川
の
環
境
基
準
が

部

改

正

環
境
基
準
地
域
に

グラフ II 被害の種類別分類

上
田
市
は
長
野
県
告
示
に
よ
り
「
騒

音
の
環
境
基
準
地
域
」
に
指
定
さ
れ
、

本
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

従
来
、
特
に
大
き
い
騒
音
を
発
生
す

る
機
械
(
特
定
施
設
)
を
設
置
し
て
い

る
工
場
(
特
定
工
場
)
に
は
、
騒
音
規

制
法
に
よ
る
規
制
基
準
が
定
め
ら
れ
、

こ
れ
に
よ
り
工
場
な
ど
の
騒
音
は
規
制

を
受
け
て
き
ま
し
た
。

環
境
基
準
は
、
個
々
の
騒
音
発
生
源

の
規
制
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、

地
域
全
体
を
あ
ら
ゆ
る
騒
音
か
ら
守
ろ

う
と
い
う
行
政
上
の
目
標
と
な
る
も
の

で
、
「
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

基
準
」
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
今
ま
で
規

制
の
対
象
と
な
ら
な
か

っ
た
一

般
の
騒

音
に
対
し
て
も
、
行
政
上
の
目
標
値
が

で
き
た
た
め
、
騒
音
問
題
に
対
し
て
は

指
導
体
制
か
強
化
さ
れ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
環
境
基
準
は
規
制
基
準
よ
り
厳

し
い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

下
表
が
そ
の
内
容
で
す
。
環
境
基
準

は
大
き
く
二
つ
の
地
域
に
分
け
て
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

一
つ
は
A
類
型
と
し
て

主
に
住
居
地
域
で
、
特
に
静
か
な
環
境

を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
な
地
域
で
あ

り
、
も
う
一
つ
は

B
類
型
と
し
て
、
商

グラフ I 苦情の種類別分類

業
・
工
業
に
利
用
さ
れ
る
地
域
で、

A

類
型
よ
り
基
準
値
は
や
や
ゆ
る
く
な
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
工
業
専
用
地
域
と
市
街
地

の

周
辺
地
域
は
、
あ
る
程
度
の
騒
音
の
発

生
は
や
む
を
、
え
な
い
、
ま
た
は
騒
音
問

題
が
ま
だ
著
し
く
な
い
と
い
う
観
点
か

ら
環
境
基
準
は
設
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
地
域
に

つ
い
て
も

そ
の
状
況
の
変
化
に
よ

っ
て
は
順
次
規

制
の
検
討
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

長
野
県
告
示
に
よ
り
、
昭
和
五
十
五

一
年
十
月
九
日
か
ら
神
川
に
水
質
汚
濁
に

一
係
る
環
境
基
準
の
類
型
と
し
て
、

A
類

一
型
(
備
考
)
が
あ
て
は
め
ら
れ
る
こ
と
に

一
な
り
ま
し
た
。
神
川
に
は
昭
和
四
十
七

一
年
四
月
一
日
の
告
示
に
よ
り
、
上
回
市

一
独
自
の
環
境
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

一
し
た
。
県
の
告
示
に
伴
い
、
一
部
に
相

一
違
点
が
生
じ
た
た
め
本
年
三
月
二
十
六

一
日
の
公
害
対
策
審
議
会
に
よ
り
、
神
川

一
の
環
境
基
準
を
一
部
改
正
し
、
県
の
告

一
一不
と
同
様
の
も
の
に
改
正
す
る
こ
と
が

一
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

作操水浄の常
質

通
水

の
る

と
な

な
と

過
用

ろ
欽

搬
り

沈
よ

型類A
 

)

質

一
考

水

…
備

騒音の環境基準(長野県告示第22号)

地域の類型 I也 域

第 l極住居専用地域 第 2種住居専用地域
A 

及ぴ大屋、塩尻の一部

B 
近隣商業地域商業地域準工業地 域

工業地域

時 問 σ〉 区 分

地域の

朝 {t( 午午午午前後前後 6869 時時時時かかまま ででらら1 ) j l 類型 畳間 (午午前後86時時かま でら) 夜間 (守品す護品i壁五土モ)

AA  45ホン以下 40ホン以下 35ホン以下

A 50ホン以下 45ホン以下 40ホン以下

B 60ホン以下 55ホン以下 50ホン以下
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自然をよごす不法投棄

えつー第 840号 (抗azzazz)一一一広報

こ
の
写
真
は
、
心
な
い
人
に
よ
り
、

河
川
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
ゴ
ミ
の
写
真

で
す
。
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に

は
、
た
だ
ち
に
調
査
を
し
、
本
人
に
片

付
け
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
悪
質
な

も
の
に
つ
い
て
は
、
警
察
へ
通
報
し
処

理
し
て
い
ま
す
。

道
路
、
河
川
、
山
林
な
ど
に
物
を
む

や
み
に
捨
て
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
お
り
、
不
法
投
棄
を
し
た
人
は
、

三
か
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
二
十
万
円

以
下
の
罰
金
と
い
う
重
い
罰
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
は
、
川
を
汚
し
た
り
環
境

を
破
援
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う。

号~

あ
き
地
の
整
備
は

お
早
め
に

暖
か
く
な
る
と
、
近
く
の
あ
き
地
の

雑
草
が
た
く
さ
ん
生
え
、
虫
な
ど
が
発

生
し
て
困
る
と
い

っ
た
苦
情
が
増
え
て

き
ま
す
。

あ
き
地
に
雑
草
が
生
、え
る
と
、

へ
び

ゃ
ね
ず
み
の
巣
と
な

っ
た
り
、
蚊
が
発

生
し
て
近
所
に
迷
惑
を
か
け
、
耕
作
物

に
も
被
害
を
及
ほ
し
ま
す
。
そ
し
て
草

が
枯
れ
る
と
野
火
火
災
の
原
因
と
な
り

ま
す
。

「
あ
き
地
の
環
境
保
全
に
関
す
る
条
例
」

で
は
、
所
有
者
(
管
理
者
)
は
、
雑
草

卜十別
t年所
| 以

F上 越
Zに 戸
Hわ 両
『た 地
Eり 区
7閉 め
雇通 皆
ドを さ
[願ん
b望 が
I し

を
刈
り
採
る
な
ど
あ
き
地
を
抑
止備
し
、

住
民
の
生
活
環
境
を
守
る
よ
う
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

所
有
者
は
自
主
的
に
あ
き
地
を
整
備

し
、
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し

土品'しょ
、っ
。

5ゴ

3ミ

推 Qa
進運
し動
ょを
つ

環
境
美
化
の
推
進
に
、
上
田
市
、
自

治
会
連
合
会
、
衛
生
推
進
協
議
会
が
三

者
一
体
と
な
り
、
わ
上
旬
運
動
を
実
施

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

5
3
0
運

動
は
、
す
で
に
常
磐
町
自
治
会
で
実
施

さ
れ
て
お
り
、
ゴ
ミ
を
な
く
す
運
動
と

し
て
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

環
境
は
家
庭
の
延
長
の
つ
も
り
で
、

次
の
標
語
を
目
標
に
し
て
、
今
日
か
ら

今
年
も
作
品
を
募
集

今
年
も
環
境
保
護
月
間
事
業
の

一
環

と
し
て
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど

の
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

〈
応
募
資
格
V

O
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
は
小
中
学
生

O
標
語
は
児
童
、
生
徒
及
び

一
般
県
民

〈
応
募
作
品
の
内
容
〉

O
生
活
環
境
、
自
然
環
境
、
不
法
投
棄
、

公
害
防
止
な
ど
に
関
す
る
も
の

〈
応
募
方
法
及
び
締
切
期
日
v

こ
の
道
路
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
昭

和
二
十
三
年
、
当
時
の
旧
別
所
村
・
浦

5
3
0
運
動
に
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

o
自
分
の
ゴ
ミ
は
自
分
で
持
ち
帰
り
ま

ー
)
よ
、つ
。

O
ゴ
ミ
、
空
缶
、
吸
い
が
ら
は
定
め
ら

れ
た
場
所
へ
お
き
ま
し
ょ
う
。

O
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
は
自
分
か
ら
拾
い

ま
し
ょ
う
。

O
家
や
周
辺
の
雑
草
は
早
自
に
取
り
除

き
ま
し
ょ
う
。

O
市
の
ゴ
ミ
収
集
の
方
針
に
協
力
し
ま

l
v
よ
、7
。

O

ポ
ス
タ
ー
、
作
文
は
八
月
三
十
一
日

ま
で
に
地
方
事
務
所
へ

O
標
語
は
六
月
三
十
日
ま
で
に
県
生
活

環
境
部
環
境
保
全
課

へ

な
お
、
詳
し
い
募
集
要
領
に
つ
い
て

は
、
次

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
地
方
事
務
所
総
務
室
生
活
環
境
係

(
宮

@
1
2
6
0
内
線

2
6
8
)

・
市
役
所
生
活
環
境
課
環
境
指
導
係

(
宮

@
4
1
0
0
内
線

3
0

2
)

グ
ポ
ス
タ
ー
入
選
4

昨
年
、
県
が
募
集
し
た
ポ
ス
タ
ー
の

少

し
尿
浄
化
ぞ
う
は

点
検
と
清
掃
を

市
内
に
は
、
八
百
余
の
し
尿
浄
化
そ

う
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
尿
浄
化
そ
う
は
、
汚
物
を
パ
ク
テ

リ
ヤ
が
食
べ
る
こ
と
に
よ

っ
て
水
を
き

れ
い
に
す
る
装
置
で
す
の
で
、
パ
ク
テ

リ
ヤ
の
繁
殖
に
見
合
う
空
気
の
量
、
汚

泥
の
ぬ
き
取
り
、
清
掃
な
ど
を
し
な
い

と
汚
物
が
そ
の
ま
ま
流
れ
出
し
て
し
ま

ま
す
。
今
ま
で
に
も
、
何
回
も
こ
の
様

な
例
が
あ
り
ま
し
た
。

浄
化
そ
う
を
設
置
し
て
い
る
人
は
、

定
期
的
な
点
検
と
、
清
掃
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
点
検
、
維
持
管
理
な

ど
を
行
う
た
め
、
し
尿
浄
化
そ
う
維
持

管
理
組
合
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
全

員
が
加
入
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う。

部
に
豊
殿
小
学
校
五
年
生

の
中
山

君
が
入
選
し
ま
し
た
。
(
写
真
左
)

こ
の
ほ
か
に
も
作
文

の
部
で
五
中
の

三
年
生

(五
十
五
年
度
)
持
田
真
由
美

さ
ん
が
入
選
し
て
い
ま
す。

'1雪

い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
@

現
作
行
わ
れ
て
い
る
一
政
六
か
月
児



号 一

別
所
・
越
戸
両
地
区
の
皆
さ
ん
が
、

三
十
年
以
上
に
わ
た
り
開
通
を
願
望
し

て
い
た
、
市
道
別
所
越
戸
線
が
こ
の
ほ

ど
完
成
し
ま
し
た
。
五
月
九
日
に
は

石
井
市
長
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
約

百
人
が
出
席
し
、
越
戸
地
区
の
起
点
近

く
で
開
通
式
を
行
い
ま
し
た
。

別
所
越
戸
線
は
、
延
長
二
千
二
百
二

十
七
メ
ー
ト
ル
、
幅
五
メ
ー
ト
ル
で
、

総
事
業
費
は
二
億
七
百
七
十
万
円
。
別

所
と
越
戸
両
地
区
を
最
短
距
離
で
結
び

ま
す
。

こ
の
道
路
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
昭

和
二
十
三
年
、
当
時
の
旧
別
所
村
・
浦

里
村
が
中
心
に
な
り
、
別
所
越
戸
線
道

路
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
を
つ
く
り
、

各
方
面
に
建
設
を
働
き
か
け
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
が
、
三
十
年
以
上
も
た
つ
た

今
日
に
な
っ
て
、
や
っ
と
実
現
し
た
も

の
で
す
。

今
後
は
、
塩
田
と
川
西
が
産
業

・
文

化
な
ど
各
分
野
に
わ
た
っ
て
、
い
っ
そ

う
交
流
を
深
め
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

840 

の願いが実現

+..t_ーーーーー /昭和27年12月22日¥_ーーーーーーー鐙
1- ¥1:<< 3同tI;{1I!物認可/ 耳，

企
開
通
し
た
別
所
越
戸
線

(
峠
か
ら
別
所
地

区
を
望
む
)

4

司
五
月
九
日
の
開
通
式
で
は
、
石
井
市
長
(
左

か
ら
三

人
目
)
ら
が
テ
ー
プ

カ

ッ
ト

え7 ーベ7)一一一一 昭和56年 6月 1日 広 報

3歳児の虫歯

51%に減少

上
田
市
で
は
、
三
歳
児
で
虫
歯
の
あ

る
子
が
昭
和
四
十
九
年
に
は
全
体
の
七

四

・
九
%
で
あ
っ
た
の
が
、
五
十
五
年

に
は
五

一
・
五
%
と
著
し
く
減
少
し
て

き
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字
は
、
他
の
市

町
村
に
比
べ
か
な
り
低
く
、
上
田
市
の

お
母
さ
ん
方
が
虫
繭
予
防
に
意
識
の
高

3歳児健診 7年間の虫歯 り患率

の推移

% 
100 

67.7% 

59.9% 59.4% 

55.1% 
51.5% 

74.9% 73.0% 

90 

80 

60 

70 

い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

現
在
行
わ
れ
て
い
る
一
歳
六
か
月
児

健
診
で
は
、
虫
歯
の
あ
る
チ
が
全
体
の

八
・
五
%
い
ま
す
。
や
は
リ
虫
的
に
な

る
子
供
さ
ん
は
l
l点
山
母
乳
を
ま
だ
与

え
ら
れ
て
い
る
、
②
甘
い
お
川
川
市
rra
や
飲

み
物
を
ほ
し
が
る
ま
ま
に
与
え
ら
れ
て

い
る
、
③
お
母
さ
ん
か
ら
尚
み
が
き
の

指
導
を
受
け
て
い
な
い
ー
ー
な
ど
の

理

由
に
よ
り
、
虫
的
に
な

っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
か
な
り
の
お
母
さ
ん

方
は
、

三
歳
に
な
る
ま
で
に
は
市
版
さ

れ
て
い
る
お
菓
子
や
欽
み
物
な
ど
、
甘

い
食
べ
も
の

は
い

っ
さ
い
与
え
な
い
で
、

夜
寝
る
前
に
は
必
ず
子
供
さ
ん
の
尚
み

が
き
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
の
愛
情
と
努
力
で
、
チ
供

さ
ん
を
虫
尚
か
ら
守

っ
て
あ
げ
ま
し
ょ

、っ
。

この 7年間に、虫{者!のある -[-ヵ、大幅に減 1)

ました。 この背景として、昭和50年度から乳

児健診(9か月児)のとき に、(>li{科医師、およ

び iAil科衛生士による母線への保健指導が行わ

れてきていることが、大変よい結果につなが

ったものと Jうえられます

50 

40 



こ
の
四
月
、
市
内
吉
田
地
籍
に
ポ
ル

ノ
雑
誌
専
門
の
自
動
販
売
機
が
、
県
外

業
者
に
よ
り
七
台
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

市
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
事
務
局
で
は
、

地
元
市
民
か
ら
の
通
報
で
直
ち
に
調
査

を
開
始
、
設
置
者
に
は
文
書
で
撤
去
の

民をとやめ申
運聞か行よし
動始ら政う入
にし、のなれ
市ま地力 白を
民し元だ版し

弘:..: - i のたでけ機ま
‘ふ岬 ・ 4 悼州制・-，ふ持，....， -力 。もでの し

吉田地籍に設置されたポルノ雑誌専門の自動販売機 を今追は撤た
結後放 [1民去

:集はの界にし
j 今後、「土地、建物を貸してほ しい」との依頼があった場合、不審に:し 、住がはか

i思われる点がありま したら、 青少年対策室(宮⑫4100内線680)まで i 、こ民あ 、し

;ご連絡く ださ い。 ポ の運る答
レ 住 動 こ 察 こ

号一

ノ
雑
誌
自
版
機
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

俗
悪
出
版
物
の

は
ん
ら
ん

最
近
、
長
野
県
内
は
、
ビ
ニ
ー
ル
本

に
代
表
さ
れ
る
俗
悪
出
版
物
の
は
ん
ら

ん
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
本
専

門
庖
や
ス
タ
ン
ド
版
売
庖
の
増
加
、
自

販
機
収
納
誌
の
俗
悪
化
な
ど
、
背
少
年

の
健
全
育
成
、
非
行
化
防
止
に
と
っ
て
、

憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

市
内
に
お
い
て
も
、
昨
年
ビ
ニ
ー
ル

本
専
門
居
、
大
人
の
オ
モ
チ
ャ
屈
が
開

業
し
た
の
に
続
き
、
四
月
初
旬
に
は
国

道
一
四
三
号
線
ぞ
い
の
吉
田
地
籍
(
古

吉
町
)
に
、
ポ
ル
ノ
雑
誌
自
版
機
が
七

台
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
畳
間
は
、
中
の

見
え
な
い
マ
ジ

ッ
ク
ミ
ラ
ー
式
の
自
販

機
も
一
部
あ
り
ま
す
が
、
夜
に
な
る
と

点
燈
さ
れ
、
見
る
に
耐
、
え
な
い
裸
体
写

真
の
表
紙
が
浮
き
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

員且

置
者

県|ポ
外lル
芸|ノ
空|雑ま
~t I誌さ
:1がか

版
売
企
画
(
崎
五
県
)
で
、
各
地
で
追
放

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
内
版
機
を
集
め
、

貸
庖
舗
の
一
角
を
借
り
て
ポ
ル
ノ
雑
誌

を
販
売
し
て
い
ま
す
。
川
辺
町
の
家
主

や
材
木
町
の
仲
介
者
(
不
動
産
業
者
)
は

「
ま
さ
か
、
こ
ん
な
ポ
ル
ノ
雑
誌
が
、

収
納
販
売
さ
れ
る
と
は
夢
に
も
思
わ
な

か
っ
た
」
と
、
今
に
な
っ
て
困
り
き
っ

て
い
ま
す
。

地
元
も

追
放
運
動
を
開
始

市
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
事
務
局
で
は
、

地
元
市
民
か
ら
の
通
報
と
撤
去
要
望
に
、

直
ち
に
調
査
を
開
始
。
前
例
の
な
い
数

の
多
さ
と
ポ
ル
ノ
雑
誌
専
門
の
収
納
に
、

青
少
年
に
与
、
え
る
桜
響
を
憂
慮
し
、
設

置
者
に
は
速
や
か
に
撤
去
す
る
よ
う
、
文

書
で
申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
。

地
元
で
も
、
小
中
学
校
の
通
学
路
で

も
あ
り
、
保
育
園
児
も
の
ぞ
き
見
る
と

い
っ
た
状
況
に
耐
え
か
ね
、
自
販
機
追

放
の
住
民
運
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

五
月
二
十
一
日
に
は
、
初
め
て
の
会
合

を
聞
き
「
青
少
年
に
有
害
な
俗
悪
雑
誌

自
動
販
売
機
追
放
連
絡
協
議
会
」
を
結

成
さ
せ
、
会
長
に
は
青
木
武
喜
さ
ん
(
吉

田
自
治
会
長
)
を
選
出
し
ま
し
た
。
同

協
議
会
で
は
、
今
後
、
撤
去
を
申
し
入
れ

た
要
望
書
を
地
権
者
や
設
置
者
に
送
っ

た
り
、
署
名
活
動
も
進
め
る
な
ど
し
て
、

自
販
機
の
追
放
を
め
ざ
し
ま
す
。

ポ
レ
ノ
雑
誌
自
販
機
は
、
そ
の
特
性

上
、
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
こ

っ
そ
り

入
手
で
き
る
た
め
、
思
慮
分
別
の
未
熟

な
中
心
高
校
生
へ
の
前

d
め
は
不
可
能
で

す
。
し
か
も
、
こ
こ
の
自
版
機
は
、
ポ
ル

ノ
雑
誌
を
三
百

i
六
百
円
で
売
っ
て
お

リ
、
小
学
生
で
も
買
う
こ
と
が
で
き
る

ほ
ど
の
低
価
格
で
す
。

非
行
少
年
の
調
食
結
果
や
、
中
高
校

生
の
数
々
の
性
非
行
事
例
で
も
明
ら
か

な
よ
う
に
、
ポ
ル
ノ
雑
誌
が
背
少
年
に

与
え
る
悪
脳
幹
は
、
大
な
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

解
決
に
は

市
民
運
動
で

各
地
の
例
に
よ
る
と
自
販
機
の
撤
去

に
は
、
触
雷
察
や
行
政
の
カ
だ
け
で
は
限

界
が
あ
る
よ
う
で
、
市
民
運
動
が
あ
っ

て
こ
そ
は
じ
め
て
解
決
の
方
向
に
動
い

て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、
市
民
皆
さ
ん
の

ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
市
民
の

力
を
結
集
し
て
ポ
ル
ノ
雑
誌
自
販
機
を

追
放
し
ま
し
ょ
う
。

今
後
は
、
ポ
ル
ノ
雑
誌
自
販
機
の
設

置
を
阻
止
す
る
た
め
に
も
、
次
の
点

l

マ
「
買
わ
な
い
、
見
せ
な
い
、
置
か
な

い
」
の
三
な
い
運
動

マ
土
地
、
建
物
は
貸
さ
な
い
、
売
ら
な

い
。
電
源
提
供
も
し
な
い
。

を
私
た
ち
の
生
活
に
定
着
さ
せ
ま
し
ょ

、
「
ノ
。
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少年補導委員の活動に

ご理解ご協力を.ノ

少年補導委員は、自 治会推薦80名、各学校 1名推薦の教師29

名、 警察署婦人補導員 2名の合計111名で組織されています。

委員の皆さんは、市長の委嘱を受け街頭指導 を中心に、 環境

浄化、少年相談などの活動をとおして、 青 少年の非行化防止、

健全育成に活躍しています。 r親切をして、お節介といわれる

身のつらき」でなく 、 「うちの子を叱(しか)っ て くれてありが

たしり というような 、市民皆さ んの温かいご理解ご協力をお願

いします。

補導委員の主管は、上田市少年育成セ ンター (市役所西庁舎

2階 )で、青少年対策 室にあります。 ここには 、少年相談室 も

完備され、補導委員がこの窓口にもな っていますので、お気軽

にご相談く ださい。

街頭補導する少年補導委員の皆さん

〔地区関係補導委員〕 昭和56・57年度 少年補導委員名簿 (敬称、略)

地区 氏 名 自治会 電話 地区 氏 名 自治会 電話 地区 氏 名 白、fム仁BムZ玄 電話

藤 沢一夫 踏 入 22-1946 ~ 掛 覚 下 塩尻 (2247- 6569027 2 
室1'1 

池田 昌 上室 H (3311-2832393 1) 

東 if~ 木貞雄 上常 国 22-5941 市川 美佐子 諏訪形 〈2242- 42619103 小山茂人 下室 !~ 有線3301

内 河 正 広 中 常 国 22-7382 城 北 沢貞 子 中村 22-3705 泉 赤羽亮一 小泉 23-8199 

半 田 信夫 下常 国 22-2832 矢杉直次 ニ 好町 24-0222 

音日 田 中 生男 北 常 田 24-3923 竹田 和 夫 御 戸斤 22-7839 〔学校関係補導委員〕

中 林敏夫 材 木 町 22-9569 下 山 岸 実 中 之条 〈2232- 28633304 宮入周ニ 清明小

小 林克吉 大 屋 35-0536 吉 池 安信 千曲町 24-8655 城 片田章偉 西

神 小 沢 信 一 久保林 35-0708 海 川 いづみ 川辺町 23-1358 小林重之 ヰヒ

I11 飯 島市五郎 下 堀 24-6000 
辺)11 

征矢野 せ っ 川辺町 22-9419 森 大造 土星尻ノj、

馬場千代子 上沢 22-8638 山 木 久 川 辺 町 23-2954 北 小林正路 中

田中 E局次 南天神町 22-2356 
泉田

湯浅ーニ夫 倉升 27-7856 キ本 典男 中

南 上 村常子 北天神町 24-6037 田中 稔男 下 之 条 24-2239 小 見山祐 治 東

山 口紀美子 松尾 町 27-1218 清水徳男 吉 回 22-4801 城 戸 田 敬雄 神川 小

飯島 和 子 鷹匠 町 22-6186 清 水 徳一 伊 勢山 24-8609 欄 i章直行 神 科小

竹 内ト イミ 本 町 23-0243 神 梅木 実 西野竹 24-7370 甘利嘉ニ 豊殿小

音E 田 中 一 郎 末広 町 24-3636 寺 口 偏 伸 染 屋 23-2575 東 高桑ー哲 中

滝沢てる子 大手 町 22-0281 科 保坂留蔵 蛇 J尺 24-9485 相馬 ヲL 五 中

綿1't B背夫 検 町 22-1974 川 上 響 長 島 23-2476 宮原夏人 城下小

中 ニ橋俊一 海野 町 22-6116 
2屋殿~ 酒井 利 次 林之郷 27-2625 城 市 川 武司 川 辺小

安藤美智子 原 町 22-1460 依田織江 赤坂 27-7820 田中 敏子 浦里小

須 藤 浩 男 馬場 町 24-8815 蒔図書Z 造 五 力日 38-2257 今井紹夫 室賀小

荻 野久和夫 丸堀 町 22-4618 塩中 関 洗 上本郷 38-2021 佐藤敬祐 小泉小

失 山 口喜代子 木 町 22-6432 回 安藤悦次 上 小 島 38-2891 西 横沢孝一 四 中

志 摩充彦 北 大手 23-2611 房、 柳 平 イ呆 野 38-4523 中沢郁夫 川 西 中

滝沢順子 上川原柳町 22-5311 皆 j頼栄治 石 神 38-2672 大島 利 昭 東塩 田 小

北 北 沢寿美江 下川原柳町 27-3254 温東 依田泰 目IJ 下之郷 38-3882 塩 竹田二郎 中 塩;田 小

宮 坂敏子 愛宕 町 22-4049 回 若 山昭 夫 奈良尾 38-3379 井沢ちさ子 西塩田小

東井純一 鍛冶 町 23-0906 竹花義栄 中 車E 38-5725 回 石井真弓 理Ij 戸斤 ノト

部 水 野恒雄 下房 山 22-6864 武田保雄 十 人 38-2883 秋 山 春夫 士孟田中 l

那 須野みつ子 新 回 22-7053 塩西 賀t 原常次郎 東Il'l 山 38-4396 桜田敏彦 城南 高

都筑噴幸 西 脇 22-4898 回 勅使 川原 工力 手塚 38-4068 高 竜野 篤 上田 高

西 太田はる江 諏 訪 部 22-5457 竹 内 輝雄 塩 田新町 38-2576 近藤義人 千曲高

平 松イウ 緑 が 丘 22-2728 
君IJ

斉藤圭子 院 内 38-3659 校 高 I也 典雄 東 善玉

斉藤 安 子 新屋 22-6934 
所

鎌 原 、 祐 幸 大 i易 38-2081 北原良人 染谷丘高

部 塚本 章 緑が丘西 22-2083 石河利唯 分 去 38-4567 

和田史実 城 1ヒ 22-1196 南沢祭事事 岡 31-2206 〔警察関係補導委員〕

塩尻
成田 守 夫 秋和 24-1007 浦里 井沢 注 子 越 戸 31-2314 市川庸子 上回瞥響詩望号

小岩井徳夫 上猛尻 22-8349 笠原藤治 浦 野 31-3389 | 宮坂れん子 |上回警祭署
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「
海
の
家
」
の
ご
利
用
を

え

7
・
8
月
谷
浜
・
能
生
に
開
設
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生
活
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限
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⑫
4
1
0
0
内
線
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毎
年
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
好
評
の
「
上

田
市
海
の
家
」
を
、
今
年
も
七
月
一
日
か

ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
、
谷
浜
海
岸
と

能
生
浜
海
岸
に
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
方
法
v

遅
く
て
も
一
週
間
ぐ
ら
い
前
ま
で
に
、

直
接
電
話
で
海
の
家
に
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

(
例
年
、
七
月
下
旬
か
ら
八
月

上
旬
に
か
け

τは
、
利
用
者
が
集
中
し

ま
す
。
な
る
べ
く

こ
の
期
間
を
避
け
て

計
画
す
る

こ
と
も
、
考
え
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
)

ま
た
、
日
帰
り
で
利
用
す
る
場
合
も

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

ー第

〈
料
金
お
よ
び
利
用
時
間
〉

左
表
の

と
お
り
で
す
。

〈
開
設
場
所
〉

マ
谷
浜
海
岸
・
:
旅
館

「
飯
田
屋
」

「海の家」料金および利用時間

利用料金 利用時間

宿 泊
大人3，700円 小人3，400円 午後1時~翌日午後1時

( 2食付)

飯田屋
日帰り

(食事なし)
大人 800同 小人 600円 午前10時~午後4時

宿泊
大人3，500円 小人3，200円 午後l時~翌日午後4時

( 2食付)

かなliち
日帰り

(食事なし)
大人 800円 小人 600円 午前10時~午後4時

新
潟
県
上
越
市
長
浜
一
三
五

北
陸
線
谷
浜
駅
下
車
、
駅
前

古

0
2
5
5
⑮
口
H
M
H

マ
能
生
浜
海
岸
・
:
民
宿
「
か
な
は
ち
」

新
潟
県
西
頚
城
郡
能
生
町

北
陸
線
能
生
駅
下
車
、
パ
ス
で
約

五
分

宮

0
2
5
5
6
⑥
2
3
1
6

ー

働
く
婦
人
の
家

l

婦
人
教
養
講
座

受
講
生
募
集
中

宮
⑫
2
9
8
8

働
く
婦
人
の
家

対

象

者

:
・
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、

市
内
の
事
業
所
に
勤
め
て
い
る
婦
人

申
込
方
法
・
:
働
く
婦
人
の
家
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
申
し
込
み
も

で
き
ま
す
。

婦人教養講座日程表

講座名 数回 日程 時間 議 自市 講1責月日
日

あらゆる分野への 午後 長野婦人少年室長

1 土 6月20日

男女の共同参加 1.30-3.30 伊東寿美さん

午後 弁護士

総人と法律 1 土 7月11日

1.30-3.30 花岡正人さん

②
専
攻
科
目
(
郷
土
史
、
文
学
な
ど
)

入
園
資
絡
・
:
お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の

市
内
在
住
者
で
、
心
身
共
に
健
康
な

方
授
業
料
・
:
授
業
料
は
徴
収
し
ま
せ
ん
。

(
た
だ
し
、
教
材
費
の
う
ち
個
人
負
担

を
適
当
と
す
る
も
の
、
お
よ
び
自
治

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
て
開
設
さ
れ
活
動
費
な
ど
は
学
生
負
担
と
し
ま
す
)

る
「
上
田
市
高
齢
者
学
園
」
は
、
す
で

出
願
手
続
き
:
・
入
園
願
書
に
所
要
事
項

に
開
校
し
て
い
る
県
老
人
大
学
と
各
公
を
記
入
し
、
願
書
に
添
付
さ
れ
て
い

民
館
の
老
人
大
学
と
の
中
間
的
機
関
で
る
通
知
用
ハ
ガ
キ
に
四
十
円
切
手
を

お
年
寄
り
の
生
き
が
い
あ
る
老
後
を
め
は

っ
て
、
宛
先
を
明
記
し
、
市
役
所

ざ

し

ま

す

。

社

会

課

へ

持

参

ま

た

は

郵

送

し

て

く

募
集
人
員
:

・

百

名

だ

さ

い

。

(
入
園
願
書
は
、
各
公
民

学
園
年
限
:

・

一

年

館

お

よ

び

社

会

課

に

あ

り

ま

す

)

学
習
場
所
:
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
ま

申
込
期
限
・
:
六
月
二
十
日
出

た

は

市

民

会

館

入

園

者
の
決
定
:
・
選
考
に
よ
り
行
い
ま

学
習
内
容
・
:
①
一
般
教
養
科
目
(
健
康
す
。

管
理
、
政
治
経
済
、
趣
味
な
ど
)
、

入
園
式
・
:
七
月
上
旬
の
予
定

生
き
が
い
あ
る
老
後
は

上
岡
市
高
齢
者
学
園
で

社
会
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
8

役所の仕事で相談ある方

気軽に行政相談委員さんへ

このほど、国務大臣行政管理庁長官から次

め 4名の皆さんが、行政相談委員に委嘱きれ

ました

行政相談委員の皆さんは 、市民の皆きんか

ら役所に対する「道路・農地・公害・登記・

各種年金・福祉関係」など、種々の苦情や要

望め申し出を受け、国や県、 市と一緒にな っ

て問題の解決を図ったり、改善に努め ます。

相談は秘密を守り 無料ですので、お気軽に

ご相談ください。

〈持政相陵委員〉

r雨水直彦きん 大字芳田 1107 ft⑫8224 

松川隆きん大字 吉田454- 1 ft⑫4715 

鋒地底己さん 天神 4-19ー 16 ft⑫6176 

宮下深樽さん 大字下之郷541 宮⑮3029



号ー

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

840 

城
下
町
上
固
め
ぐ
り

だ一一一(れ122凶23) 第

観
光
課
内
上
田
市
観
光
協
会

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

6
0
8

上
田
市
観
光
協
会
で
は
、
長
野
県
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
き
わ
や
か
信
州
」

の
イ
ベ

ン
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
観
光

パ
ス

で
の
「
城
下
町
上
固
め
ぐ
り
」
を

実
施
し
ま
す
。

こ
の
機
会
で
な
い
と
回
れ
な
い
コ

ー

ス
で
す
。
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
申
し
込
み
は
、
上
田
市
観
光
協

会
へ
。

期
日
・
:
六
月
六
日
・
十
三
日
・
二
十

日
(
各
土
陥
日
)

時
間
・
:
午
後

一
時
上
田
駅
発
、
同
四

時
上
回
駅
着

え-(11)-一昭和56年 6月1日 広報う

コ
ー
ス
:
・
上
田
駅
|
上
回
城
|
芳
泉
寺

ー
大
輪
寺

l
龍
洞
院
1

上
田
駅

-R・:
二
千
円

会で
き
な
か
っ
た
結
婚
式

無
料
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

第
二
次
大
戦
な
ど
で
結
婚
式
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
人
た
ち
の
た

め
に
、
県
美
容
業
環
境
衛
生
同
業
組
合

で
は
、
七
月
十
九
日
、
上
田
市
民
会
館

で
無
料
の
集
団
結
婚
式
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
当
日
閉
会
館
で
聞
く
県
美

容
技
術
選
手
権
大
会
に
合
わ
せ
て
行
わ

れ
る
も
の
で
、
参
加
希
望
者
を
東
信
地

方
か
ら
二
十
組
ほ
ど
募
集
し
、
先
着
順

に
受
け
付
け
ま
す
。
こ
の
結
婚
式
は
、
上

田
市
長
と
同
組
合
の
勝
本
点
恵
理
事
長

の
ご
媒
酌
で
行
わ
れ
、
当
日
の
参
加
者

に
は
、
同
組
合
が
花
嫁
、
花
婿
の
各
種

式
服
や
結
援
ま
で
の
い
っ
さ
い
と
記
念

品
を
、
ま
た
上
小
写
真
組
合
で
は
、
記

念
写
真
の
無
料
奉
仕
を
い
た
し
ま
す
。

希
望
者
は
次
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
佐
野
つ
な
子
(
中
央
三

l
一一

一
八
宮
⑫
三
六
九

O
)

力
作
が
イ
ッ
。
ハ
イ

障
害
者
の
油
絵
展

宝
池
月

M
寮
(
精
神
薄
弱
者
更
生
援

護
施
設
)
で
昨
年
か
ら
入
寮
者
の
特
別

活
動
と
し
て
行
っ
て
い
る
絵
画
教
室
の

油
絵
展
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

会
場
は
四
十
点
に
お
よ
ぶ
力
作
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
国
際
障
害
者
年
で
も
あ

り
、
入
寮
者
の
励
み
に
も
な
る
こ
の
油

絵
展
に
、
多
数
の
み
な
さ
ま
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
:
・
六
月
十
二
日
樹
1
六
月
十
五

白
川
ま
で

と
ニ
ろ
・
:
オ
ギ
ノ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
(
中
央

二
ー
二
|
一
九
)

高
齢
者
健
康
教
室
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い

保
健
予
防
諜
保
健
相
談
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
9
1

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
健
康
で
長
生
き

を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
五
月
か
ら

十
月
ま
で
、
全
市
三
十
か
所
で
「
高
齢

者
健
康
教
室
」
を
聞
き
ま
す
。

対
象
地
区
の
六
十
歳
以
上
の
皆
さ
ん
、

ま
た
こ
希
望
の
皆
さ
ん
ど
な
た
で
も
大

勢
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

内

容

①
血
圧
洲
定
、
健
康
相
談

②
大
切
な
日
常
生
活
に
つ
い
て

家
庭
の
み
そ
し
る
の
塩
分
川
定
(
お

わ
ん
一
杯
分
の
み
そ
し
る
を
容
器
に

入
れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
)

③
長
生
き
の
食
事
に
つ
い
て

④
健
康
づ
く
り
運
動
と
レ
ク
リ
エ
|
シ

ョ
ン

程 表

月 日 曜日 時 間 対象地区 tヨ』エ 場

3日 金 午前9.30-11.30 千曲町 千曲町集会 場

4日 土 11 越戸 越戸公民 館

6日 月 午後1.30-3 .30 染屋 染 匡 公 民館

8日 水 午前9.30-11.30 五 加 五加公民館

10日 金 11 平井寺 平井寺公民館

11日 土 11 泉 平 泉平児童会館

13日 月 午後1.30-3.30 下室賀 下室賀生活改善センター
7 

17日 金 午前9.30-11.30 横町 横 町 公 会堂

20日 月 午後1.30-3 .30 大久保 大久保公民館

22日 水 午前9.30-11.30 {呆野 保聖子公民館

25日 土 11 中 組 中組 公民館

29日 水 11 川辺町③ 川辺町学童会館

30日 木 11 十 人 十人公民館

31日 金 11 上青木 上青木公民館

10 6日 火 11 岩清水 岩清水公民館

日高齢者健康教室

月 日 8M日 時 間 対象地区 tヨエ』 士碁

27日 水 午前9.30-11.30 大手町 大手町会館
5 

30日 土 11 泉 町 泉 町 i2L ス 館

1日 月 午後 1.30-3 .30 下常国 常 田 心ヱエ、 自官

2日 火 11 北大手 区 ~ 、 自富

6日 土 午前9.30-11.30 緑が丘 緑が丘会館

8日 月 午後 1.30-3 .30 国分 国 分 公 民 館

10日 水 午前9.30-11.30 下紺屋町 下紺屋町公会堂

13日 土 11 上房山 上 房 山公会 堂

6 15日 月 午後1.30-3 .30 愛宕町 愛宕町公会堂

20日 土 午前9.30-11.30 三好町 三好町会館

22日 月 午後1.30-3 .30 築地 築地公民館

24日 水 午前9.30-11. 30 吉田 吉田公民館

27日 土 11 干大 手口 秋 和 公 民 館

29日 月午後1.30-3 .30 下堀 下堀公民館

30日 火 11 中吉田 中吉田公民館
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ス
ポ
ー
ツ
教
室

ジ
ュ
ニ
ア
早
朝
テ
ニ
ス
(
硬
式
)

の
受
講
生
募
集

体
育
幌
娠
興
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

5
5
5

募
集
対
象
者
・
・
・
中
学
生
男
女

募
集
人
員
・
:
三
十
名
(
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
)

実
施
日
:
・
六
月
十
六
日

ωか
ら
七
月
一

日
附
毎
週
火
・
水
・
木
・
金
曜
日

午
前
六
時
か
ら
七
時

渇
所
:
・
市
営
西
コ
ー
ト

受
鵬
料
・
:
千
円
(
御
堂
口
保
険
代
含
む
)

準
備
品
:
・
ラ
ケ

ッ
ト
、
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー

ズ

申
込
方
法
・
:
六
月
八
日
か
ら
十
三
日
ま

で
に
、
保
護
者
が
体
育
課
に
受
講
料

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

電
話
及
び
保
護
者
以
外
の
方
に
よ
る

受
け
付
け
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

えλ
.
J
 

報広n
u
 

月
物仰

向
自
然
運
動
公
園

倣
市
営
。
フ

l
ルの

一

監

視

員

を

募

集

号

体
育
隈
施
設
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

5
5
7

840 

資
格
:
・
健
康
で
水
泳
経
験
の
あ
る
三

十
歳
ま
で
の
人
(
学
歴
・
性
別
は
聞

い
ま
せ
ん
)

ー第

勤
務
時
間
・
・
・
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時

日

給

:
・
三
千
五
百
円

人
員
・
期
間
:
・
若
干
名
、
約
三
か
月
間

必
要
書
類
・
:
自
筆
の
履
歴
書
、
写
真
添

付
の
こ
と

自
治
会
長
の
変
更

四
月
一
日
付
の
「
広
報
う
え
だ
」
で

五
十
六
年
度
の
自
治
会
長
名
簿
を
掲
載

し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
自
治
会
長
の

変
更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

マ
学
海
北
自
治
会
長

電
話
⑧
6
4
8
2

藤
田
栄
三
さ
ん

家
内
労
働
法
は

あ
な
た
を
守
る

法
律
で
す

家
内
労
働
法
は
、
製
造
業
者
な
ど
か

ら
委
託
を
受
け
て
、
自
宅
で
物
口
聞
の
製

造
加
工
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
家
内
労

働
者
の
皆
さ
ん
の
工
賃
、
就
業
時
間
、

安
全
衛
生
な
ど
の
労
働
条
件
の
改
善
を

図
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
法
律
で
す
。

次
の
こ
と
を
参
考
に
し
て
、
家
内
労

働
法
で
定
め
ら
れ
た
事
項
が
守
ら
札
て

い
る
か
ど
う
か
点
検
し
、
ま
た
自
ら
労

働
条
件
の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

一
、
委
託
者
か
ら
家
内
労
働
手
帳
を
交

付
し
て
も
ら
い
、
納
入
す
る
物
口
聞
の

数
量
や
工
れ
の
単
価
な
ど
を
き
ち
ん

と
記
入
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

二
、
工
抗
の
支
払
い
は
、
現
金
で
全
額

を
一
か
月
以
内
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

三
、
仕
事
に
よ
る
災
害
を
防
止
し
ま
し

ト。
、「ノ
。

四
、
働
く
環
境
を
盤
、
ぇ
、
健
康
で
明
る

い
家
内
労
働
に
し
ま
し
ょ
う
。

贈
与
と
税
金

個
人
か
ら
財
産
を
も
ら
っ
た
と
き
、

も
ら
っ
た
人
に
贈
与
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。
贈
与
は
主
に
夫
婦
や
親
子
の
聞
で

行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
申
告
を
う

っ

か
り
忘
れ
る
人
も
案
外
い
ま
す
。

贈
与
税
は
、
一
年
間
に
個
人
か
ら
も

ら
っ
た
財
産
の
合
計
額
か
ら
、
基
礎
控

除
を
差
し
引
い
た
額
に
税
率
を
掛
け
、

税
額
を
算
出
し
ま
す
。

贈
与
税
の
控
除
に
は
、
六
十
万
円
の

基
礎
控
除
の
ほ
か
に
最
高
一
千
万
円
の

配
偶
者
控
除
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
配
偶
者
控
除
は
、
一
生
に

一
度

し
か
控
除
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
控
除

で
、
婚
姻
期
聞
が
二
十
年
以
上
の
夫
婦

問
で
行
わ
れ
る
居
住
用
不
動
産
や
、
そ

れ
を
取
得
す
る
た
め
の
資
金
の
贈
与
の

場
合
、
二
疋
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
と

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
法
人
か
ら
の
財
産
の
贈
与
に

つ
い
て
は
、
一
時
所
得
と
し
て
所
得
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。

生
活
の
す
べ
て
に
安
全
を

七
月
一
日
は

国
民
安
全
の
日

七
月
一
日
は
「
国
民
安
全
の
日
」
で

す
。
こ
の
日
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が

す
べ
て
の
災
害
を
防
止
す
る
に
は

か
何

を
す
べ
き
か
u

を
考
え
、
実
行
す
る
日

と
し
て
総
理
府
が
提
唱
し
て
い
る
も
の

で
す
。本

年
の
「
国
民
安
全
の
日
」
は
、

H

生

活
の
す
べ
て
に
安
全
を
。
を
モ
ッ
ト
ー

と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
行
わ
れ
ま

す
が
、
こ
の
日
を
契
機
に
、
も
う
一
度

生
活
の
ま
わ
り
に
つ
い
て
安
全
い
っ
せ

い
点
検
を
し
、
す
べ
て
の
災
害
の
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

内

容
・
:
経
理
を
知
ら
な
い
人
で
も
ゲ

講

子供の歯の健康相談保護者が目を光らせて安全に

き… 6月 7日(FI)、午前10時か

ら午後 3時

とニろ・・・海野町会館 1階

内 容・・・歯の検診と相談、体Iみヵ、

き指導、食事とおやつコ

ーナーなど

と

fZ2・r¥j ~ (" ;， "eJ' 

¥ モヲ/

子供は水遊びが大好きですが、

6月になると子供の水の事故が目

だって増えます。子供の水の事故

は保護者の責任一一ーと心得て、ふ

だんから子供にはよく注意しまし

ょっ。

子供の水の事故



時

間

・
:
毎
週
火
山
哨
日
午
後
六
時
か
ら

容

;
経
理
を
知
ら
な
い
人
で
も
ゲ

九
時
、
七
回
で
終
了

|
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
、
原
価
計
算

募
集
人
員
・
:

三

十

名

か

ら

決

算

実

務

と

そ

れ

に

基

づ

く

的

③
実
践
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
コ

ー
ス

維

な

意

志

決

定

を

実

践

的

に

習

得

内

容

:

コ
ス
ト
を
全
く
新
し
い
視
点

期

間

十
一
月
二
十
一
日
か
ら
十
二

か
ら
見
直
し
、
徹
底
的
に
ぜ
い
肉
企
月
二
十
六
日

取
り
去
ろ
う
と
す
る

V
E
の
ワ
ー
ク

時

間

:
・
毎
週
土
叫
日
午
後
一
時
か
ら

シ

ョ

ッ

プ

四

時

三

十

分

、

六

回

で

終

了

「

広

報

う

、

え

だ

」

五

月

十

六

日

発

行

期

間

:
十
一
月
十
七
日
か
ら
十
二
月

募
集
人
員
:
・十

八

名

第

八

三

九

号

の

二

ペ

ー
ジ
、
「
存
の
叙

二
十
二
日

0

0

0

勲
」
中
、
宮
本
郊
麿
さ
ん
の
略
歴
の
う

時

間

糾
週
火
曜
日
午
後
六
時
か
ら

締
め
切
り
・
:
各
コ

ー
ス
と
も
定
員
に
な
ち
「
県
高
等
学
校
長
会
長
、
信
濃
教
育

九

時

、

六

回

で

終

了

り

次

第

、

締

め

切

り
ま
す
。

会

常
任
理
下
」
は
、
係
の
調
伐
ミ
ス
に

募
集
人
員
・
:
三
十
名

受
講
料

:
各
コ

ー
ス
六
千
円
(
テ
キ
ス
よ
る
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
わ
び

④
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ゲ
|
ム
コ

ー
ス

ト

代

を

含

む

)

し

ま

す

。

ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ

lずザ
ー
ザ
ー
ザ
ー

γザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ーザ
ー
ザ
ー
ぜ

1γ
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー

γザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ

1γず
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー

γザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー

γザ
lザ!
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
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同
和
教
育
の
面
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

と
川
合
え
た
人
が

4
六
%
あ
り
ま
し
た
。

同
和
対
策
半
業
特
別
問
置
法
の
期
限
が
組
ん
で
き
た
な
か
で
一
つ
の
大
き
な
悩

前
回
で
ふ
れ
ま
し
た
よ
う
に
心
理
的
つ
ま
り
同
和
問
題
に
対
す
る
理
解
が
深
五
十
四
年
三
月
末
日
と
な
っ
て
お
り
ま
み
は
、
「
同
和
教
育
は
同
和
地
区
の
問

な
差
別
、
い
わ
ゆ
る
私
た
ち
の
心
に
制

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

し
た
が
、

三
か
年
延
長
さ
れ
五
十
七
年
題
」
で
あ

っ
て
、
円
分
と
は
直
接
関
係

強
く
残
っ
て
い
る
同
和
地
区
に
対
す
る
ま
た
、
同
じ
設
問
に
対
し
、
同
和
教

三
月
末
日
ま
で
と
な

っ
て
お
り
、
残
す
が
な
い
、
人
ご
と
で
あ
る
と
い
う
々
え
方

偏
比
、
あ
や
ま

っ
た
巧
え
方
を
な
く
す
育
を
以
前
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
る
川
と
こ
ろ
あ
と
十
か
円
で
あ
り
ま
す
。
残
が
、
ま
だ
ま
だ
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
め
、
坑
紅
学
校
で
も
小
学
校
か
ら
同

西
や
塩
団
地
区
の
意
識
制
作
の
結
染
と
さ
れ
た
事
業
を
こ
の
期
間
に
法
の
精
神
そ
し
て
、
今
の
世
の
中
に
部
活
差
別
な
ど

和
教
育
い
か
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
教

比
較
し
ま
す
と
、
や
は
り
同
相
教
育
を
を
ふ
ま
え
て
計
阿
的
に
推
進
す
る
こ
と
な
い
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
人
、

育
の
而
で
も
同
和
教

育

課

が

中

心

と

な

先

に

取
り
組
ん
で
い
る
地
区

料

、

そ

の

で

す

。
ま
た
こ
れ
に
対
し
、
す
べ
て
の
さ
ら
に
向
分
は
「
差
別
立
識
」
を
持

つ

り
、
長
則
計
画
を
た
て
て
解
放
会
館
や
成
果
が
は
っ
き
り
数
乍
に
表
わ
れ
て
い
市
民
の
深
い
ご
理
解
と
こ
協
力
を
お
願
て
い
な
い
と
信
じ
て
い
る
人
が
た
く
さ

弁
公
民
館
が
先
頭
に
な
り
、
各
種
団
体
ま
す
。

い
す
る
次
第
で
す
。

ん

い
ま
す
。
し
か
し
現
実
に
は
部
決
差

と
密
接
な
連
け
い
を
保
ち
な
が
ら
す
す
ま
た
、
同
和
問
題
の
最
大
の
難
関
と
一
方
、
同
和
教
育
に
謀
せ
ら
れ
た
課
別
は
い
く
つ
か
の
事
件
と
し
て
起
き
て

め
て
お
り
ま
す
。
ど
れ
だ
け
の
成
果
が
い
わ
れ
る
結
婚
問
題
も
、
本
人
同
志
の
愛
題
は
非
常
に
大
き
く
、
事
業
の
耐
と
速
い
ま
す
し
、
部
活
差
別
以
外
の
差
別
も

上
っ
た
か
の
判
断
は
形
に
現
わ
れ
な
い
怖
に
支
、え
ら
れ
た
向
由
な
結
婚
が
だ
い
い
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
心
に
制
強
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

も
の
だ
け
に
非
常
に
む
ず
か
し
い
と
忠
ぶ
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ

れ

ら

が

同

和

く

残

る

偏

凡

を

な

く

す

こ

と

は

、

た

だ

従

っ
て
部
決
差
別
を
問
点
と
す
る
あ

い
ま
す
。

教
育
の
成
果
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

お
金
を
か
け
て
な
く
な
る
と
い
う
も
の
ら
ゆ
る
業
別
を
完
全
に
な
く
す
た
め
に

市
で
同
和
問
題
に
対
す
る
立
議
調
作

同
和
対
策
事
業
、
同
和
教
育
に
つ
い
て

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
同

和
教
育

は
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
同
相
問
題
を

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
川
あ

の
今
後
の
課
題
に
な
る
点
は
ど
う
で
し

が
、
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
お
わ
か
り

n分
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
走
別
を

な
た
は
同
和
教
育
は
必
要
で
あ
り
ま
す

ょ
う
か
。

い

た

だ

け

る

と

思

い

ま

す

。

持
さ
な
い
人
間
に
変
午
す
る
努
力
が
大

か
。
と

い

う

問

に

対

し

、

必

要

で

あ

る

ま

ず

事

業

の

商

か

ら

申

し

ま

す

と

、

今

ま

で

関

係

者

が

同

和

教

育

に

取

リ

切

で

す

。

(

つ
づ
く
)

号一一

実
務
能
力
開
発
訓
練
の
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受
講
生
を
募
集
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上
小
高
等
職
業
訓
練
校

宮
⑫
2
6
6
6

上
小
山
等
職
業
訓
糾
校
で
は
、
次
の

と
お
り
実
務
能
力
開
発
訓
糾
の
受
講
生

を
必
集
し
ま
す
。

①
パ

ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
|
入
門

コ
ー
ス

内
容
:
・
全
く
の
初
心
者
が
、
コ

ン
ビ

ュ
ー
タ
l
を
埋
解
し
法
礎
が
組
め
る

え-(13)-一 昭和56年 6月 1日 広 報 う

基本的

理解のために

同和問題を考える | 

と
こ
ろ
ま
で

期

間

;
七
月
二
十
日
か
ら
八
月
二
十

問
日

時

間

:
・
毎
週
月
叫
日
午
後
六
時
か
ら

九
時
、
七
回
で
終
了

募
集
人
員
:
・
二
十
四
名

※
商
業
部
門
の
皆
さ
ん
に
も
お
勧
め
し

ま
す
。

②
工
場
改
善

コ
ー

ス

内

容

:
・
現
状
の
分
析
見
直
し
か
ら
作

業
改
善
、
工
れ
改
善
、
標
準
化
、
社

内
制
度
の
確
立
ま
で

期

間

・
:
七
月
十
四
日
か
ら
八
月
二
十

必
日

内

講

師
・
:
椛
営
戦
略
研
究
所
長

沖

平

ヒ
け
さ
ん
(
昨
年
と
同
じ
)

会
場
・
申
込
先

天
神
二

l
問

4
・h

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

訂
正
お
わ
び
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(四
月
三
十
日
現
佐
)

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
恒
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

定

入

忍

さ

ん

(中
央
一
丁
目
)
恰
尾
町
八
一

三
橋

義

治

さ

ん

上

本

郷

四

七

中

村

た

ま

さ

ん

院

内

七

九

神

田

直

江

さ

ん

中

村

七

八

宮
下
や
い
さ
ん

(

踏

入

二

丁

目

)

踏

入

八

三

細

谷

勝

子

さ

ん

長

島

五

一

上

野

か

つ

じ

さ

ん

岩

下

七

八

桐
井
け
さ
江
さ
ん

(
常
国
三
丁
目
)
上
常
国
七
七

小
林
久
雄
さ
ん

(

中

央

四

丁

目

)

新

田

七

六

三

井

恒

男

さ

ん

漆

戸

五

八

大
沢
茂
雄
さ
ん

h

中
央
西
二
丁
目
)
緑
が
丘
七
七

舟

坂

与

作

さ

ん

中

野

七

七

荒

井

政

江

さ

ん

野

倉

八

三

山
崎
俊
男
さ
ん

(
緑
が
丘
三
丁
目
)
織
が
丘
西
七
一

宮

本

た

ま

え

さ

ん

小

泉

七

二

藤

沢

熊

兵

衛

さ

ん

大

久

保

七

八

春

原

ま

つ

江

さ

ん

上

塩

尻

五

八

野

中

勇

さ

ん

下

組

六

七

山

浦

固

嗣

さ

ん

上

田

原

九
二

石

坂

昭

二

さ

ん

御

所

五

三

プ
之
瀬
あ
き
よ
さ
ん
大
白
木
七
六

え号一一一(蹴蹴創)一一一広報う840 ー第

6日

叩

回

ま

き

の

さ

ん

丘

加

山
崎
睦
雄
さ
ん
み
す
ず
ム
ハ
北

小

林

テ

ウ

さ

ん

大

屋

小

林

制

一さ
ん

倉

升

保

屋

軒

志

み

ず

さ

ん

保

野

大
石
き
み
え
さ
ん

(中

央

四

丁

目

)

木

町

西

脇

き

ん

さ

ん

三

好

町

宮
沢
ま
ち
よ
さ
ん

(
中
央
西
二
丁
目
)
下
紺
屋
町

石

井

元

次

さ

ん

半

過

石
井
か
ず
さ
ん

(
中
央
三
丁
目
)
馬
場
町

柳

沢

ヨ

セ

さ

ん

塩

田

新

町

小

池

あ

さ

い

さ

ん

八

木

沢

春

原

み

と

め

さ

ん

林

之

郷

宮

沢

さ

た

の

さ

ん

西

前

山

宮

島

俊

一

さ

ん

染

屋

滝

沢

宗

良

さ

ん

上

塩

尻

佐
藤
た
つ
子
さ
ん

(
中
央
一
丁
目
)
鷹
匠
町

和

田

け

ん

さ

ん

下

小

島

片

山

和

之

さ

ん

舞

田

福
井
栄
一
さ
ん

(
中
央
二
丁
目
)
海
野
町

橋
詰
石
子
さ
ん

(
中
央
北
一
丁
目
)
新
田

母

袋

与

重

郎

さ

ん

下

塩

尻

石

谷

仁

太

郎

さ

ん

倉

升

清
水
清
一
郎
さ
ん

(
常
磐
城
四
丁
目
)
諏
訪
部

長

沢

嘉

助

さ

ん

金

剛

寺

斉

藤

一

男

さ

ん

五

加

青
木
金
太
郎
さ
ん

(
中
央
三
丁
目
)

横

町

増
田

ミ
ツ
さ
ん

(常
田
二
丁
目
)

小
山
ヨ
シ
き
ん

堀
内
常
雄
さ
ん

(
天
神
四
丁
目
)
南
天
神
町

大

野

恵

司

さ

ん

学

海

南

北

沢

正

道

さ

ん

上

塩

尻

増

沢

兵

衛

さ

ん

中

村

杉
村
重
利
さ
ん

(
中
央
五
丁
目
)
上
川
原
柳
町

宮

沢

勝

意

さ

ん

西

前

山

関

美

代

さ

ん

(
中
央
五
丁
目
)

中
村
鶴
子
さ
ん

(
天
神
三
丁
目
)

関
谷
百
子
さ
ん

七六七瓦八
四三九 六二

七八
九四

七七
七五

七 七八五八六
四 O 八五二 O 七

置霊Iシ 三-】

七五
五九七

五
四

九七七
O 七七

八
八

七
六一一一一

八

j甫 _C.
柏

野田

下
房
山

泉

平
仁
古
田

⑨ 

八 七
凶九

八三七
四九四三

八七
八九

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

回
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
だ
く
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

七五八

保険料免除の手続きはお早めに

国民年金の保険料は、 1か月分が4，500円ですが、失業

や低収入などのため、保険料の納付が困難な方は、申し

出に よっ て保険料が免除されることがあります。

7月までに手続きをすれば、今年の 4月分から向う 1

年間は有効です。保険料が免除きれでも、障害年金など

は納めた人と同様の額を受けられますから、未納のまま

にせず、 必ず市役所国保年金課国民年金係に免除の申し

出をし てくださし、。

ただ し、老齢年金は免除を受けた期間だけ%に減らさ

れますので、保険料を納められるようになったら、すぐ

に追納を してくださし、。 10年以内の分ならば、旧保険料

でさかのぼって納められます。

〈国保年金課国民年金係官⑫4100内 線284・有線②0711>

自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

で

か

ら

だ

を

き

た

え

、

教

養

を
高
め
、
豊
か
な
文
化
を
育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
び
、

あ
た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
平
和
と
自
由
を
求
め
、
広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

午

階

け
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